
コシヒカリ・こしいぶき 生育速報 NO.５（７月 10日） 

上越農業普及指導センター 

コシヒカリの出穂期は平年並みの見込み！ 

コシヒカリの草丈は指標値に比べ 110％と長くなっています！  

１ 生育概況 

○コシヒカリ、こしいぶきともに出穂期は平年並みとなる見込みです。 
○コシヒカリでは、草丈は長く、葉色がやや濃くなっています。 
○こしいぶきは葉色が濃い状態です。 

２ 今後の管理 

（１）コシヒカリの１回目穂肥 

○ １回目の穂肥時期の幼穂長は 5～10mm 程度です。幼穂長を確認して適期に実施しましょう。 

（平坦地の 5/10～15頃の田植では、８/２頃が出穂期、7/15～18頃が１回目の穂肥適期と予想

されます） 

○ 草丈 70～75cm、葉色（SPAD）32～34の稲姿（出穂 25日前頃）のほ場の１回目の穂肥量は窒

素成分で１kg/10a です。穂肥診断を確実に実施し、これより草丈が長い場合や葉色が濃い

場合は、穂肥量を控えたり、穂肥時期を遅らせるなどの対応で倒伏を防ぎましょう。 

○ 有機質由来窒素の割合が 50%以上の肥料は、肥料効果が遅く出るため、通常より２～３日早

めに施用しましょう。 

（２）こしいぶきの２回目穂肥 

○ 5/10～15頃の田植では、7/27頃が出穂期、7/13頃が２回目の穂肥適期と予想されます。 

○ ２回目の穂肥量は窒素成分で１～1.5kg/10aです。 

（３）病害虫について 

○ 上越地域内で葉いもちの発生が確認されています。今後もいもち病の感染しやすい気象が

続くと思われるので、発病が見られたら適切に防除を行いましょう。 

○ 斑点米カメムシ類の発生の多い地域が見られます。農道・畦畔の草刈りを徹底しましょう。 

※ 穂肥等作業中はこまめに水分補給するなど、熱中症予防対策を徹底しましょう。 

 
問い合わせ先  上越農業普及指導センター作物担当 （電話０２５－５２６－９４０６） 

令和６年 
上越地域米 

７/10現在の生育（対生育指標値） 

コシヒカリ   草丈：長い    茎数：並   葉数：並   葉色：やや濃い 

こしいぶき   草丈：やや長い  茎数：並   葉数：並   葉色：濃い 


